
 

 

 

～ 第１回家庭教育学級講座「家庭における読書指導のあり方」 ～ 

 

日 時 令和４年６月２９日（水） 

場 所 坂元台小学校 体育館 

講 師 山口晴美先生（鹿児島市立図書館） 

 

 

 

 

 

 

   

 

～ 参加者の感想から、一部をご紹介させていただきます ～ 

・ 毎日の音読も適当になっていたので…反省しました。夏休みに図書館を利用したいと思います。 

・ 本の大切さを改めて知り、電子図書館を利用したいと思いました。 

・ 読書しなきゃという気持ちになりました。説明も分かりやすくよかったです。とても勉強にな

りました。 

・ 国語の苦手な子供に、たくさん読み聞かせをしてあげようと思いました。 

・ コロナ対策等もありますが、もっと多くの人に良い環境で聞いてもらえたら良いのにと思いま

した。 

・ 忙しさを理由に読み聞かせの時間が少なくなっていましたが、少しでも時間を作ろうと思いま 

した。 

・ 読書する事で成績が上がるだけではなく心まで成長するということを聞き、とても大切だと思

いました。 

・ 学力だけでなくコミュニケーション力にも関係してくるというのは素晴らしいと思いました。 

・ 音読や読み聞かせ、環境作り等、親が働きかける必要があると改めて考えさせられました。 

・ 本が好きになるように、私も普段から読み聞かせをしたり、本と触れ合うようにしたりしたい 

と思いました。おすすめの本を参考に、夏休みに市立図書館や天文館図書館に連れて行こうと思 

います。 

 

家庭教育学級だより（NO1） 

主な話の内容 

★ 読書の効果（生活習慣づくり、学習への波及、脳の活性化、心の安定・成長など） 

★ 本好きな子供を育てるための７つのポイント 

★ 鹿児島市立図書館・イベントの紹介  ★ おすすめの本の紹介 など 

 


